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むつ市議会第２４９回定例会会議録 第５号

令和３年１０月２２日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【委員長報告、質疑、討論、採決】

第１ 議案第56号 むつ市産業振興促進区域における固定資産税の特別措置に関する条例

第２ 議案第57号 むつ市犯罪被害者等支援条例

第３ 議案第58号 特別災害による被害者に対する介護保険料減免の特別措置に関する条例

第４ 議案第59号 むつ市職員の特殊勤務手当の特例に関する条例の一部を改正する条例

第５ 議案第60号 むつ市過疎地域自立促進基金条例の一部を改正する条例

第６ 議案第61号 むつ市過疎地域持続的発展計画について

第７ 議案第63号 令和３年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第８ 議案第64号 令和２年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第９ 議案第65号 令和２年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第10 議案第66号 令和２年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第11 議案第67号 令和２年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第12 議案第68号 令和２年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第13 議案第69号 令和２年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第14 議案第70号 令和２年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第15 議案第71号 令和２年度むつ市水道事業会計決算

第16 議案第72号 令和２年度むつ市下水道事業会計利益剰余金の処分について

第17 議案第73号 令和２年度むつ市下水道事業会計決算

【報告に対する質疑】

第18 報告第23号 令和２年度むつ市健全化判断比率について

第19 報告第24号 令和２年度むつ市公営企業会計資金不足比率について

【議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第20 議案第74号 令和３年度むつ市一般会計補正予算

【議員提出議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第21 議員提出議案第６号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

第22 常任委員の選任

第23 議会運営委員の選任

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２２人）
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

まず初めに、10月11日開催された議会運営委員

会において、全議員で提出することに決定しまし

たコロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書については、本日この

後、議員提出議案として上程することが決定して

おりますので、ご報告いたします。

次に、10月13日、各委員会に付託いたしました

議案の審査結果について、総務教育、民生福祉の

各常任委員長及び決算審査特別委員長から、それ

ぞれ会議規則第111条の規定に基づき、委員会審

査報告書が提出されておりますので、ご報告いた

します。

次に、10月20日、市長から今定例会に議案１件

を追加提案したい旨の申入れがあり、先ほど開催

した議会運営委員会で、本日報告第24号の報告後

に上程し、審議することが決定されておりますの

で、ご報告いたします。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第17 委員長報告、

質疑、討論、採決

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 議案第56号 むつ

市産業振興促進区域における固定資産税の特別措

置に関する条例から日程第17 議案第73号 令和

２年度むつ市下水道事業会計決算までの17件を一

括議題といたします。

委員会付託した議案についての各委員会におけ

る審査の経過並びに結果について、各委員長から

報告を求めます。

まず、議案第56号、議案第57号及び議案第59号

から議案第61号までについて、総務教育常任委員

長の報告を求めます。総務教育常任委員長。

（６番 佐賀英生議員登壇）

〇６番（佐賀英生） 総務教育常任委員会に付託さ

れました議案５件について、審査の経過と結果を

ご報告申し上げます。

本委員会は、10月13日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、委員会審査報告書のとおりであ

りますが、付託されました議案につきましては、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第56号 むつ市産業振興促進区域

における固定資産税の特別措置に関する条例につ

いてでありますが、理事者側から、過疎地域にお

ける固定資産税の特別措置法に関する条例の根拠

法である過疎地域自立促進特別措置法が令和３年

３月31日に失効し、新たに過疎地域の持続的発展

の支援に関する特別措置法が制定されたことに伴

い、先の条例を廃止し、新たにむつ市産業促進区

域における固定資産税の特別措置に関する条例を

制定するためのものであるとの説明がありまし

た。
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これに対し委員から、賦課初年度から３年間の

課税を免除するということであるが、課税が免除

される総額はいくらになるのかとの質疑があり、

理事者側から、現在、対象となる事業所がないこ

とから、課税免除額の想定はしていないとの答弁

がありました。

次に、議案第57号 むつ市犯罪被害者等支援条

例についてでありますが、理事者側から、犯罪被

害者等に対する支援について、基本理念及び基本

となる事項を定めるものであり、県内市町村初と

なる本条例制定により、関係機関が適切な役割分

担のもとに連携し、支援に関する施策を総合的か

つ計画的に推進し市民の皆さまが安心して暮らす

ことができる地域の形成に寄与するものであると

の説明がありました。

これに対し委員から、条文中の市民及び事業所

の責務の中に市が実施する犯罪被害者等支援に関

する施策に協力するよう努めるとあるが、どのよ

うな施策を想定しているのかとの質疑があり、理

事者側から、新たに犯罪被害者等支援ハンドブッ

クを作成し、広報等で周知することにより、当該

施策について市民の皆さまにご理解をいただきた

いとの答弁がありました。

さらに同じ委員より、犯罪被害者等支援ハンド

ブックの戸別配布や理解促進への取組の検討はし

ているのかとの質疑があり、理事者側から、現在

の想定では市民が利用する窓口等に配置するこ

と、また、ホームページ等で公表していきたいと

考えており、今回、条例の制定が県内初であるこ

とから、むつ警察署及び関係機関とも連携を強化

し、市民の皆さまにわかりやすく伝わるよう努め

ていきたいとの答弁がありました。

また別の委員から、犯罪被害者等支援の対象と

なる方へのプライバシーの保護及び個人情報の管

理等について質疑があり、理事者側から、犯罪被

害者等から相談等があった場合には、適切に相談

窓口を紹介するなど丁寧に対応していきたいとの

答弁がありました。

次に、議案第59号 むつ市職員の特殊勤務手当

の特例に関する条例の一部を改正する条例につい

てでありますが、理事者側から、本年８月30日に

開設した新型コロナウイルス感染症の無症状者、

軽症者の受入施設である宿泊療養施設の運営に当

たり、当該施設内において作業に従事した職員に

、 、対し 特殊勤務手当を支給するためのものであり

開設日である本年８月30日に遡及して適用させる

ものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、青森県から委託を受けた

ということであるが、委託料はいただいているの

かとの質疑があり、理事者側から、当該施設は青

森県から委託を受けて市が運営しており、委託料

はいただいているとの答弁がありました。

次に、議案第60号 むつ市過疎地域自立促進基

金条例の一部を改正する条例についてであります

が、理事者側から、過疎地域自立促進特別措置法

の失効及び過疎地域の持続的発展の支援に関する

特別措置法の施行に伴い、基金の名称を変更する

ほか、所要の条文整備をするためのものであると

の説明がありましたが、委員からの質疑等はあり

ませんでした。

次に、議案第61号 むつ市過疎地域持続的発展

計画についてでありますが、理事者側から、過疎

地域自立促進特別措置法の失効及び過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法の施行に伴

い、旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村の３地域

における地域発展の指針とするため、むつ市過疎

地域持続的発展計画を定めるものであり、その計

画期間は、令和３年度から令和７年度までとなっ

ているとの説明がありましたが、委員からの質疑

等はありませんでした。

以上で、総務教育常任委員会の審査報告を終わ

ります。
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〇議長（大瀧次男） これで総務教育常任委員長の

報告を終わります。

次は、議案第58号及び議案第63号について、民

生福祉常任委員長の報告を求めます。民生福祉常

任委員長。

（20番 浅利竹二郎議員登壇）

〇20番（浅利竹二郎） 民生福祉常任委員会に付託

されました議案２件について、審査の経過と結果

をご報告申し上げます。

本委員会は、10月13日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、委員会審査報告書のとおりであ

りますが、付託されました議案につきましては、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第58号 特別災害による被害者に

対する介護保険料減免の特別措置に関する条例に

ついてでありますが、理事者側から、災害救助法

が適用された災害等における被害者に対し、介護

保険料の減免に必要な事項を定めるためのもので

あり、令和３年８月９日からの豪雨災害並びに近

年各地における自然災害の発生状況を踏まえ、提

案するものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、家屋が被害を受けたこと

により、現在むつ市に居住していない方も対象に

なるのかとの質疑があり、理事者側から、当市に

住所がある方は対象となるが、転出した方は、転

出先の市町村で介護保険料が賦課されることにな

るため、その場合は当市で賦課していた介護保険

料が減免の対象となるとの答弁がありました。

また別の委員から、令和３年８月９日からの豪

雨災害による本条例の対象者について質疑があ

り、理事者側から、現時点での対象者は13世帯で

18名、減免の総額は64万9,200円であり、その内

訳は10割減免が17名で60万8,100円、５割減免が

。１名で４万1,100円であるとの答弁がありました

さらに同じ委員から令和３年８月９日からの豪

雨災害で被害を受けた方々の現在の介護保険料の

状況について質疑があり、理事者側から、むつ市

介護保険条例の規定によりなされた特別災害に係

る減免申請は、本条例の相当規定によりなされた

ものとする経過措置があることから、既に減免申

請された方々については、本条例制定後に遡及し

て減免が適用されることとなるとの答弁がありま

した。

また別の委員から、減免した介護保険料の財源

について質疑があり、理事者側から、国からの財

源措置はなく、全て一般財源となるとの答弁があ

りました。

また別の委員から、減免の期間について質疑が

あり、理事者側から、今回の災害では、令和３年

度分の介護保険料が対象になるとの答弁がありま

した。

次に、議案第63号 令和３年度むつ市介護保険

特別会計補正予算についてでありますが、理事者

側から、介護給付費負担金等の精算に伴う国、県

への返還金等が生じたことにより１億2,430万

9,000円を増額するものであり、これにより歳入

歳出予算の総額を68億2,039万1,000円にするもの

であるとの説明がありましたが、委員からの質疑

等はありませんでした。

以上で、民生福祉常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（大瀧次男） これで民生福祉常任委員長の

報告を終わります。

、 、次は 議案第64号から議案第73号までについて

決算審査特別委員長の報告を求めます。決算審査

特別委員長。

（７番 斉藤孝昭議員登壇）

〇７番（斉藤孝昭） 決算審査特別委員会に付託さ
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れました、議案第64号 令和２年度むつ市一般会

計歳入歳出決算から、議案第73号 令和２年度む

つ市下水道事業会計決算までの議案10件につい

て、審査の経過と結果をご報告申し上げます。

本委員会は、10月14日及び15日に、市長、副市

長、教育長及び公営企業管理者ほか関係部局長等

の出席を求めて審査いたしました。

審査の過程で出されました質疑等につきまして

は、議長及び議会選出の監査委員を除く全議員で

構成する特別委員会でありますので、省略させて

いただきます。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました、議案第64号 令和２年度むつ市一般会計

歳入歳出決算から、議案第73号 令和２年度むつ

市下水道事業会計決算までの議案10件について

は、全会一致で原案のとおり可決、認定すべきも

のと決定いたしました。

以上で、決算審査特別委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（大瀧次男） これで決算審査特別委員長の

報告を終わります。

以上で、各委員長の報告を終わります。

ここで議事整理のため、午前10時30分まで暫時

休憩いたします。

午前１０時１６分 休憩

午前１０時３０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました17議案について

は、それぞれ区分して質疑、討論、採決を行いま

すので、ご了承願います。

◇議案第５６号

〇議長（大瀧次男） まず、議案第56号 むつ市産

業振興促進区域における固定資産税の特別措置に

関する条例について、総務教育常任委員長報告に

対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第56号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第５７号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第57号 むつ市犯

罪被害者等支援条例について、総務教育常任委員

長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第57号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第５８号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第58号 特別災害

による被害者に対する介護保険料減免の特別措置

に関する条例について、民生福祉常任委員長報告

に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第58号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第５９号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第59号 むつ市職

員の特殊勤務手当の特例に関する条例の一部を改

正する条例について、総務教育常任委員長報告に

対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第59号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６０号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第60号 むつ市過

疎地域自立促進基金条例の一部を改正する条例に

ついて、総務教育常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第60号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６１号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第61号 むつ市過

疎地域持続的発展計画について、総務教育常任委

員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質
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疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第61号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６３号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第63号 令和３年

度むつ市介護保険特別会計補正予算について、民

生福祉常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第63号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６４号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第64号 令和２年

度むつ市一般会計歳入歳出決算について、決算審

査特別委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議あり」の声あり）「

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議がありますので、起立

により採決いたします。

本案は委員長報告のとおり認定することに賛成

の議員の起立を求めます。

（起立者19人、起立しない者２人）

（ ） 。 、〇議長 大瀧次男 起立多数であります よって

議案第64号は委員長報告のとおり認定されまし

た。

◇議案第６５号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第65号 令和２年

度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算につ

いて、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に入

ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。
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これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第65号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◇議案第６６号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第66号 令和２年

度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に

ついて、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に

入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第66号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◇議案第６７号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第67号 令和２年

度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

について、決算審査特別委員長報告に対し、質疑

に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第67号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◇議案第６８号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第68号 令和２年

度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算につい

て、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第68号は委員長報告のとおり認定されま

した。



- 125 -

◇議案第６９号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第69号 令和２年

度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算につい

て、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第69号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◇議案第７０号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第70号 令和２年

度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分につい

て、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第70号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第７１号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第71号 令和２年

度むつ市水道事業会計決算について、決算審査特

別委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第71号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◇議案第７２号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第72号 令和２年

度むつ市下水道事業会計利益剰余金の処分につい

て、決算審査特別委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「
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〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第72号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第７３号

〇議長（大瀧次男） 次は、議案第73号 令和２年

度むつ市下水道事業会計決算について、決算審査

特別委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第73号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◎日程第18～日程第19 報告に対する

質疑

◇報告第２３号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第18 報告第23号

令和２年度むつ市健全化判断比率についてを議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

報告第23号の質疑を終わります。

報告第23号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２４号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第19 報告第24号

令和２年度むつ市公営企業会計資金不足比率につ

いてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。以上で

報告第24号の質疑を終わります。

報告第24号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◎日程第20 議案上程、提案理由説明、

質疑、討論、採決

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第20 議案第74号

令和３年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。ただ

いま上程されました議案第74号 令和３年度むつ

市一般会計補正予算について、提案理由及び内容
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の概要をご説明申し上げ、ご審議の参考に供した

いと存じます。

本案は、去る８月９日に発生したむつ市・風間

浦村豪雨災害からの復興を迅速に推し進めるため

に必要となる１億768万円の増額補正でありまし

て、これにより補正後の歳入歳出予算総額は、

402億5,316万7,000円となります。

、 、 、まず 歳出についてでありますが 総務費には

ふるさと納税として代理受納をしました風間浦村

に対する寄附を支出するための寄附金を計上して

おります。

民生費には、皆様から寄せられた義援金及びふ

るさと納税寄附金を一部損壊以上の被害を受けた

住家、店舗及び事業所並びに生産施設及び生産品

に一定の被害が生じた方を対象に、災害見舞金と

して支給するため、むつ市災害見舞金支給事業費

を計上しております。

衛生費には、災害廃棄物の処理及び全壊判定を

受けた家屋の解体等を行うため、災害等廃棄物処

理事業費を計上しております。

次に、歳入の主なものについてでありますが、

国庫支出金には歳出との関連において補助見込額

を、寄附金には災害対策費寄附金及びふるさと納

税寄附金を計上しておりますほか、繰入金では補

正財源を調整するため、財政調整基金を取り崩し

ております。

以上をもちまして、追加上程されました議案に

ついて、その大要を申し上げましたが、細部につ

きましては、議事の進行に伴いましてご質問によ

り詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（大瀧次男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

ただいま上程されました議案については、この

後質疑、討論、採決を行いますが、ここで議事整

、 。理のため 午前11時20分まで暫時休憩いたします

午前１０時４９分 休憩

午前１１時２０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第７４号

〇議長（大瀧次男） これより議案第74号 令和３

年度むつ市一般会計補正予算に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありますので発言を許可します。

14番濵田栄子議員。

〇14番（濵田栄子） 議案第74号について質疑いた

します。

９ページの３款民生費についてお願いいたしま

す。１項の社会福祉費について、むつ市災害見舞

金支給事業費として3,400万円計上しております

けれども、この見舞金の給付方法と、また給付日

程等、決まっておりましたらお知らせください。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えいたします。

災害見舞金の支給方法についてですが、まず事

前に申請書等を直接対象者の方へお送りいたしま

す。ただ、被害の大きかった赤川地区におきまし

、 。ては 個別に対応していきたいと考えております

また、給付日程についてですが、これから10月

下旬をめどに、その申請書の送付、それからホー

ムページ、エフエムアジュール等での周知を行い

、 、まして 11月上旬から申請書を受け付けしまして

申請書が届いた順に支給をしていきたいと考えて

おります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） まず、赤川地区は個別に対応

するということですけれども、そのほか申請書を
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送付するということは、対象としてはどういうふ

うに考えていらっしゃるのでしょう。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えいたします。

まず、住家の被害、こちらのほうは295件ござ

います。それから、店舗、事業所に関しましては

23件、それから生産者施設に関しては15件ありま

す。

以上です。

（ 罹災証明はどうするのか」の「

声あり）

〇福祉部長（藤島 純） 対象は、罹災証明を出し

ていただいた方が対象になるのですけれども、ま

だ罹災証明のほうも全部いただいているわけでは

ございませんので、それぞれ相談に応じて対応し

ていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 14番。

〇14番（濵田栄子） ありがとうございます。今は

まだ出されていない、何も保険にも入っていない

からいいだろうということで出していないという

人もあると思いますので、そこは皆様にお知らせ

するようにお願いして終わります。

〇議長（大瀧次男） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議案第74号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第74号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第74号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第74号は原案のとおり可決されました。

◎日程第21 議員提出議案上程、提案

理由説明、質疑、討論、

採決

◇議員提出議案第６号

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第21 議員提出議

案第６号 コロナ禍における厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見書を議題とい

たします。

提出者から提案理由の説明を求めます。６番佐

賀英生議員。

（６番 佐賀英生議員登壇）

〇６番（佐賀英生） 議員提出議案第６号 コロナ

禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書について、意見書案の朗読をも

って提案理由に代えさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地

域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度

においても、引き続き、巨額の財源不足が避けら

れない厳しい状況に直面している。

、 、地方自治体では コロナ禍への対応はもとより

地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策

、 、などの喫緊の課題に迫られているほか 医療介護

子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施

設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需

要に見合う財源が求められる。
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その財源確保のため、地方税制の充実確保が強

く望まれる。

よって、国においては、令和４年度地方税制改

正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強

く要望する。

記

１．令和４年度以降３年間の地方一般財源総額に

ついては 「経済財政運営と改革の基本方針、

2021」において、令和３年度地方財政計画の水

準を下回らないよう実質的に同水準を確保する

とされているが、急速な高齢化に伴い社会保障

関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、

他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされない

よう、十分な総額を確保すること。

２．固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税

であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・

償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性

革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策として講じた措置は、本来国庫補助金な

どにより国の責任において対応すべきものであ

る。よって、現行の特例措置は今回限りとし、

期限の到来をもって確実に終了すること。

３．令和３年度税制改正において土地に係る固定

資産税について講じた、課税標準額を令和２年

度と同額とする負担調整措置については、令和

３年度限りとすること。

４．令和３年度税制改正により講じられた自動車

税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延

、 。長について 更なる延長は断じて行わないこと

５．炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、

その一部を地方税又は地方譲与税として地方に

税源配分すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見

書を提出する。

以上が提案理由であります。議員皆様のご賛同

をよろしくお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより議員提出議案第６号の質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） 質疑なしと認めます。

以上で議員提出議案第６号の質疑を終わりま

す。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第６号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号は原案のとおり可決され

ました。

なお、本意見書の提出先については、衆議院議

長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、

総務大臣、財務大臣、経済産業大臣及び経済再生

担当大臣としたいと思います。ご了承願います。

◎日程第22 常任委員の選任

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第22 常任委員の

選任を行います。
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。 、お諮りいたします 常任委員の選任については

委員会条例第３条第２項及び第８条第１項の規定

により、総務教育常任委員に佐藤武議員、佐賀英

生議員、斉藤孝昭議員、富岡直哉議員、鎌田ちよ

子議員、濵田栄子議員、佐藤広政議員、佐々木隆

徳議員の以上８人、産業建設常任委員に杉浦弘樹

、 、 、 、議員 東健而議員 山本留義議員 村中浩明議員

白井二郎議員、岡崎健吾議員、佐々木肇議員の以

上７人、民生福祉常任委員に工藤祥子議員、野中

貴健議員、住吉年広議員、冨岡幸夫議員、原田敏

匡議員、浅利竹二郎議員、大瀧次男の以上７人を

それぞれ指名したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいま指名いたしました以上の議員をそれ

ぞれの常任委員に選任することに決定いたしまし

た。

◎日程第23 議会運営委員の選任

〇議長（大瀧次男） 次は、日程第23 議会運営委

員の選任を行います。

お諮りいたします。議会運営委員の選任につい

ては、委員会条例第３条第２項及び第８条第１項

の規定により、佐賀英生議員、斉藤孝昭議員、住

吉年広議員、濵田栄子議員、佐藤広政議員、岡崎

健吾議員、原田敏匡議員の以上７人を指名したい

と思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（大瀧次男） ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいま指名いたしました以上７人の議員を

議会運営委員に選任することに決定いたしまし

た。

なお、各常任委員会及び議会運営委員会の正副

委員長については、ただいま選任されました委員

の任期開始となる令和３年10月30日以降、各委員

会の開催時に互選されることになりますので、ご

了承願います。

◎閉会の宣告

〇議長（大瀧次男） これで、本定例会に付議され

た事件は全て議了いたしました。

以上で、むつ市議会第249回定例会を閉会いた

します。

午前１１時３３分 閉会
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